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(57)【要約】
【課題】この発明はコンクリート面に生ずるクラックの
補修に利用可能な充填材埋込方法に関し、円盤状のカッ
ターを用いて形成した溝の中に充填材を埋め込む手法を
採用しつつ、埋め込まれた充填材に十分な定着強度を与
えることを目的とする。
【解決手段】コンクリート面に発生したクラックに沿っ
て回転する円盤状のカッターを移動させることにより、
クラックと重なるように所定方向に延びる埋込溝２０を
形成する。埋込溝２０の端部に、所定方向と異なる方向
に延びる端部溝２６を形成する。埋込溝２０及び端部溝
２６に、充填材を充填してクラックを補修する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンクリート面に、回転する円盤状のカッターで、所定方向に延びる埋込溝を形成する
工程と、
　前記埋込溝の端部に、前記所定方向と異なる方向に延びる端部溝を形成する工程と、
　前記埋込溝及び前記端部溝に、充填材を充填する工程と、
　を含むことを特徴とするコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【請求項２】
　前記埋込溝は、前記コンクリート面に、前記所定方向に延びるように形成されたクラッ
クの幅を広げるように、当該クラックと重なる位置に形成されることを特徴とする請求項
１記載のコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【請求項３】
　前記コンクリート面は、出入り口において車両が出入りする空間の床面であり、
　前記クラックは、前記出入り口の近傍に、車両の走行方向に沿って形成されるクラック
であることを特徴とする請求項２記載のコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【請求項４】
　前記埋込溝及び前記端部溝は、所定のピッチで並列に複数設けられており、
　前記充填材は、前記コンクリート面に塗布されるペイント材であることを特徴とする請
求項１記載のコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【請求項５】
　コンクリート面に、回転する円盤式のカッターで、所定方向に延びる埋込溝を形成する
工程と、
　前記埋込溝の端部と重なるように、その全域が前記端部の当初深さに比して深い凹部を
形成する工程と、
　前記埋込溝及び前記凹部に、充填材を充填する工程と、
　を備えることを特徴とするコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【請求項６】
　コンクリート面に、回転する円盤式のカッターで、所定方向に延びる埋込溝を形成する
工程と、
　前記埋込溝の屈曲部の外周側の領域と重なるように、その全域が前記端部の当初深さに
比して深い凹部を形成する工程と、
　前記埋込溝及び前記凹部に、充填材を充填する工程と、
　を備えることを特徴とするコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【請求項７】
　前記円筒状凹部を形成する工程は、当該凹部の側壁に溝を形成する工程を含むことを特
徴とする請求項５又は６記載のコンクリート溝部への充填材埋込方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、コンクリート溝部への充填材埋込方法に係り、特に、コンクリートの壁面
に生ずるクラックの補修に利用可能な充填材埋込方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開平９－２０９５７７号公報には、コンクリートの壁面に生じたクラックに、補修の
ための充填材を充填する手法が開示されている。この手法は、表裏を貫通するようにコン
クリートの壁面に発生したクラックを補修するためのものである。ここでは、具体的には
、先ず、壁面の一方の側に充填材の供給部が配置される。壁面の他方の側には、クラック
内を負圧にするための吸引部が配置される。
【０００３】
　吸引部によって負圧を発生させながら、供給部から充填材を供給すると、負圧によって
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充填材がクラック内部に吸引される。このため、上記従来の方法によれば、クラックの奥
深くまで充填材を充填することができる。また、充填材をこのようにクラックの奥深くま
で充填させることができると、補修後に、充填材に剥がれが生ずるのを有効に阻止するこ
とができる。従って、上記従来の方法によれば、コンクリートの補修部分に、高い耐久性
をもたせることができる。
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２０９５７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、コンクリートの裏面が露出していない場合には、その両面に、充填材の
供給部と、吸引部を配置することはできない。このため、上記従来の方法は、床面や壁面
などを構成するコンクリートの補修には利用することができない。
【０００６】
　コンクリートに生ずるクラックは、さほど大きな幅を有していないのが通常である。こ
のため、負圧による吸引が行われていない状況下では、充填材を直接クラックに流し込む
だけでは、充填材を十分な深さまで侵入させることが困難である。
【０００７】
　このような状況下で充填材の侵入深さを確保する手法としては、クラックに沿ってコン
クリート面を切削することで、クラックの幅を拡大することが考えられる。また、このよ
うな溝を形成する際には、円盤状の回転カッターを用いて、クラックに沿ってコンクリー
ト面を切削する手法が便利である。
【０００８】
　クラックの幅を拡大すると、その内部に充填材を埋め込みやすくなる。このため、上述
した手法によれば、裏面の見えないコンクリートに発生したクラックを、充填材を埋め込
むことで適切に補修することができる。
【０００９】
　ところが、円盤状のカッターは、その構造上、回転歯に当たる部分を円弧状に切削する
。このため、円盤状のカッターでコンクリート面に溝を形成する場合、カッターの回転軸
より進行方向前側の部分に、底面が円弧形状の溝が形成される。この溝の深さは、カッタ
ーの回転軸の直下にあたる位置から、前方方向に向かって徐々に浅くなり、カッターに接
しない位置に至るとゼロとなる。
【００１０】
　つまり、円盤状のカッターを移動させながらクラックに重なる溝をコンクリート面に形
成した場合、その溝の先端には、深さがゼロとなるまで徐々に浅くなる部分が形成される
。溝の深さが不十分であると、その部分に埋め込まれた充填材は、十分な定着強度を発揮
できず、溝の中から剥がれ出すことがある。このため、円盤状のカッターを用いてクラッ
クの幅を拡大する手法は、その先端部等、溝の深さが必然的に浅くなる部分において、充
填材の剥がれを誘発し易いという特性を有していた。
【００１１】
　この発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、円盤状のカッターを
用いて形成した溝の中に充填材を埋め込む手法を採用しつつ、埋め込まれた充填材に十分
な定着強度を与えることのできるコンクリート溝部への充填材埋込方法を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　第１の発明は、上記の目的を達成するため、コンクリート溝部への充填材埋込方法であ
って、
　コンクリート面に、回転する円盤状のカッターで、所定方向に延びる埋込溝を形成する
工程と、
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　前記埋込溝の端部に、前記所定方向と異なる方向に延びる端部溝を形成する工程と、
　前記埋込溝及び前記端部溝に、充填材を充填する工程と、
　を含むことを特徴とする。
【００１３】
　また、第２の発明は、第１の発明において、前記埋込溝は、前記コンクリート面に、前
記所定方向に延びるように形成されたクラックの幅を広げるように、当該クラックと重な
る位置に形成されることを特徴とする。
【００１４】
　また、第３の発明は、第２の発明において、
　前記コンクリート面は、出入り口において車両が出入りする空間の床面であり、
　前記クラックは、前記出入り口の近傍に、車両の走行方向に沿って形成されるクラック
であることを特徴とする。
【００１５】
　また、第４の発明は、第１の発明において、
　前記埋込溝及び前記端部溝は、所定のピッチで並列に複数設けられており、
　前記充填材は、前記コンクリート面に塗布されるペイント材であることを特徴とする。
【００１６】
　また、第５の発明は、コンクリート溝部への充填材埋込方法であって、
　コンクリート面に、回転する円盤式のカッターで、所定方向に延びる埋込溝を形成する
工程と、
　前記埋込溝の端部と重なるように、その全域が前記端部の当初深さに比して深い凹部を
形成する工程と、
　前記埋込溝及び前記凹部に、充填材を充填する工程と、
　を備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、第６の発明は、コンクリート溝部への充填材埋込方法であって、
　コンクリート面に、回転する円盤式のカッターで、所定方向に延びる埋込溝を形成する
工程と、
　前記埋込溝の屈曲部の外周側の領域と重なるように、その全域が前記端部の当初深さに
比して深い凹部を形成する工程と、
　前記埋込溝及び前記凹部に、充填材を充填する工程と、
　を備えることを特徴とする。
【００１８】
　また、第７の発明は、第５又は第６の発明において、前記凹部を形成する工程は、当該
凹部の側壁に溝を形成する工程を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　第１の発明によれば、円盤状のカッターで形成した埋込溝の端部に、その埋込溝と異な
る方向に延びる端部溝を形成することができる。端部溝を形成すると、埋込溝の端部に徐
々に浅くなる部分が形成されるのを防ぐことができる。このため、本発明によれば、埋込
溝の全体に、十分な定着強度を与えることができる。
【００２０】
　第２の発明によれば、埋込溝は、コンクリート面に形成されたクラックと重なるように
形成される。従って、端部溝は、クラックの方向と異なる方向に形成される。コンクリー
ト面に加わる応力の方向は、通常、クラックの方向と一致する。埋込溝は、端部まで十分
な深さを有するため、そこに埋め込まれた充填材は、上記の応力に対して十分な定着強度
を発揮する。他方、端部溝の方向は、応力の方向と一致していないため、そこに埋め込ま
れた埋込材も応力に対して十分な耐性を発揮する。このため、本発明によれば、埋込溝に
埋め込まれる充填材、及び端部溝に埋め込まれる充填材の双方に、応力に対する十分な耐
久性を与えることができる。
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【００２１】
　第３の発明によれば、車両の走行方向に沿って形成されるクラックに沿って埋込溝を形
成し、そのクラックの方向と異なる方向に延びるように端部溝を形成することができる。
このため、本発明によれば、埋込溝に埋め込まれる充填材、及び端部溝に埋め込まれる充
填材の双方に、車両の走行に伴う応力に対する十分な耐久性を与えることができる。
【００２２】
　第４の発明によれば、ペイント材の下地となるコンクリート面に、埋込溝及び端部溝を
、所定のピッチで並列に設けることができる。このような構成によれば、埋込溝の端部に
おいてもペイント材に十分な定着強度を与えることができる。従って、本発明によれば、
コンクリート面に全面において、ペイント材に十分な定着強度を与えることができる。
【００２３】
　第５の発明によれば、凹部を形成することにより、円盤式のカッターで形成された埋込
溝の端部に十分な深さを与えることができる。このため、本発明によれば、埋込溝の端部
においても、充填材に対して十分な定着強度を与えることができる。
【００２４】
　第６の発明によれば、凹部を形成することにより、埋込溝の屈曲部にも十分な深さを与
えることができる。このため、埋込溝が浅くなり易い屈曲部においても、充填材に対して
十分な定着強度を与えることができる。
【００２５】
　第７の発明によれば、凹部の側壁に溝を形成することができる。このような構成によれ
ば、凹部に埋め込まれる充填材の定着強度を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
実施の形態１．
［実施の形態１の特徴］
　図１は、コンクリートの床面にクラックが発生する典型的な例を説明するための図であ
る。図１は、具体的には、コンクリートの床面上をフォークリフト１０が走行している状
態を、平面視で表している。倉庫などの空間内でフォークリフト１０が用いられる場合、
フォークリフト１０は、必然的にその空間の出入り口１２の付近を頻繁に走行する。この
際、フォークリフト１０の走行方向は、矢印１４が示す通り、出入り口１２との関係で一
定の方向（以下、「走行方向１４」とする）に限られる。
【００２７】
　コンクリートの性質及び構造体の特性から、出入り口１２の付近の床面には、走行方向
１４に沿ったクラック１６が発生し易い。コンクリート面にこのようなクラック１６が発
生した場合、クラック内に充填材を埋め込んで早期に補修することが望ましい。
【００２８】
　図２は、充填材が埋め込まれた埋込溝２０と、埋込溝２０が有する問題とを説明するた
めの図である。より具体的には、図２（Ａ）は、充填材が埋め込まれた埋込溝２０の上を
、フォークリフトの車輪２２が走行している状態を平面視（図２（Ｂ）に示すA矢視）で
表したものである。図２（Ｂ）は、上記の埋込溝２０及び車輪２２を、図２（Ａ）に示す
B矢視（側面視）で示した図である。また、図２（Ｃ）は、埋込溝２０に埋め込まれてい
た充填材２４に剥がれが生じた状態を示している。
【００２９】
　コンクリートの床面にクラック１６（図１参照）が発生した場合、クラック１６に充填
材を埋め込んで補修を行うことが必要となる。クラック１６は、幅が狭いのが通常である
ため、そのままの状態では、充填材を十分な深さまで埋め込むことが難しい。そこで、ク
ラック１６の補修にあたっては、先ず、回転する円盤状のカッターで、クラック１６に重
なる埋込溝２０を形成して、クラック１６の表面付近の幅を広げることが有効である。
【００３０】
　図２に示す埋込溝２０は、上記の手法で形成されたものである。ここで、円盤状のカッ



(6) JP 2008-19559 A 2008.1.31

10

20

30

40

50

ターでコンクリート面を切削した場合、切削された部分の底面は、カッターの外周に倣う
円弧状となる。従って、円盤状のカッターをクラックに沿って移動させることにより埋込
溝２０を形成すると、埋込溝２０の端部（始点と終点）には、円弧に沿って徐々に深さが
浅くなる部分が形成される（図２（Ｂ）及び図２（Ｃ）参照）。
【００３１】
　充填材は、深く埋め込まれるほど定着し易い。換言すると、埋込の深さが浅い部分では
、充填材に剥がれが生じやすい。図２に示す埋込溝２０の端部には、上記の理由により、
十分な深さが確保されていない。また、その部分は、フォークリフトの走行方向と、同じ
方向に延びている。この場合、フォークリフトの走行に伴う応力により、充填材と埋込溝
２０の界面がせん断され、その結果、埋込溝２０の端部に、図２（Ｃ）に示すように充填
材の剥がれが生じ易い。
【００３２】
　図３は、上記の剥がれを防止するために本実施形態において用いられる手法を説明する
ための図である。具体的には、図３（Ａ）は、埋込溝２０に充填材を充填した状態を示す
。また、図３（Ｂ）は、埋込溝２０と端部溝２６に充填材を充填した状態を示す。
【００３３】
　埋込溝２０は、クラック１６と重なるように形成された溝であるから、その全域におい
て、フォークリフトの走行方向１４と同じ方向に延びている。他方、端部溝２６は、埋込
溝２０の端部と繋がり、かつ、フォークリフト走行方向１４と異なる方向に延びる溝であ
る。端部溝２６は、例えば、回転する円盤状のカッターをクラック１６の端部にまで移動
させた後に、進行方向を曲げて、カッターによるコンクリートの切削を更に進めることで
形成することができる。
【００３４】
　埋込溝２０に続けて端部溝２６を形成することとすると、埋込溝２０の端部が浅くなる
のを回避することができる。また、この場合、埋込溝２０の端部に埋め込まれた充填材は
、端部溝２６に埋め込まれた充填材とつながるため、埋込溝２０から剥がれ出し難い状態
になる。
【００３５】
　端部溝２６の端部には、カッターの外周面に倣う円弧の影響で、十分な深さが確保し難
い。しかしながら、端部溝２６は、フォークリフトの走行方向１４と異なる方向に延びて
いる。この場合、フォークリフトの走行に伴って、端部溝２６と、そこに充填されている
充填材との界面に作用するせん断力は、埋込溝２０と充填材の間に作用するせん断力に比
して小さなものとなる。
【００３６】
　以上の理由から、図３（Ｂ）に示す構成によれば、埋込溝２０に充填された充填材にも
、端部溝２６に充填された充填材にも、十分な定着強度を与えることができる。このため
、このような構造によれば、図３（Ａ）に示す構造に比して、クラックの補修部分に、十
分に優れた耐久性を与えることができる。
【００３７】
［実施の形態１における具体的工程］
　図４は、実施の形態１において用いられる充填材埋込方法の具体的な工程のフローチャ
ートである。図４に示すように、本実施形態の方法では、必要な養生を行った後、円盤カ
ッターによるカッター入れが行われる（ステップ１００）。ここでは、具体的には、コン
クリートの床面に形成されたクラックに沿って円盤状のカッターを進行させて、クラック
の幅を広げる埋込溝を形成する作業が行われる（ステップ１０２）。
【００３８】
　埋込溝の形成に続いて、端部溝の形成処理が行われる（ステップ１０４）。端部溝は、
クラックの先端までカッターが進行した時点で、カッターの進行方向を曲げ、その後、適
当な長さだけコンクリートの切削を続けることにより形成できる。その結果、図３（Ｂ）
に示すように、埋込溝と繋がる端部溝が形成される。
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【００３９】
　コンクリート面の清掃後に（ステップ１０６）、埋込溝及び端部溝に充填材が埋め込ま
れる（ステップ１０８）。その後、充填材の余剰分、つまり、溝からはみ出した部分が切
断され（ステップ１１０）、補修作業が終了する。
【００４０】
［実施の形態１の変形例］
　図５（Ａ）及び図５（Ｂ）は、端部溝の変形例を説明するための図である。すなわち、
上述した実施の形態１では、埋込溝２０の形成後に、カッターの進行方向を変えて連続的
に端部溝２６を形成することとしているが、その形成の手法はこれに限定されるものでは
ない。
【００４１】
　例えば、図５（Ａ）に示すように、埋込溝２０の形成後に、カッターを一端床面から離
して、埋込溝２０の先端と重なる位置から、改めて端部溝２８形成することとしてもよい
。また、端部溝２６の端部は、必ずしも埋込溝２０の端部と重なっている必要はない。図
５（Ｂ）に示すように、埋込溝２０の端部を縦断するように、端部溝３０を形成すること
としてもよい。
【００４２】
　また、上述した実施の形態１では、コンクリート面に充填材を埋め込む場面が、クラッ
クの補修の場面に限定されているが、本発明の適用が可能な場面は、これに限定されるも
のではない。例えば、コンクリートの床面や壁面には、エポキシ系、アクリル系、ウレタ
ン系等のペイント材を塗布することがある。この場合、ペイント材の定着強度を高めるた
めに、コンクリート面に、適当なピッチで埋込溝を形成することがある。実施の形態１に
おける端部溝は、このような場面で、個々の埋込溝に対応させて設けることとしてもよい
。
【００４３】
実施の形態２．
　次に、図６及び図７を参照して、本発明の実施の形態２について説明する。図６（Ａ）
及び図６（Ｂ）は、本実施形態の方法により、コンクリートの床面に形成された埋込溝２
０を、それぞれ、側面視及び平面視で表した図である。また、図７（Ａ）及び図７（Ｂ）
は、その埋込溝２０の端部に、円筒状凹部４０を形成した後の状態を、それぞれ、側面視
及び平面視で表した図である。
【００４４】
　本実施形態において、埋込溝２０は、実施の形態１の場合と同様に、回転する円盤状カ
ッターにより形成される。その結果、端部には十分な深さが確保できない部位が生ずる。
円筒状凹部４０は、ドリル等の回転工具で、埋込溝２０の端部と重なる部位を切削するこ
とで形成される。ドリル等の回転工具によれば、円筒状凹部４０に十分な深さを与えるこ
とができる。本実施形態では、円筒状凹部４０に、少なくとも５ミリの深さを与える。
【００４５】
　本実施形態の方法によれば、円筒状凹部４０を形成した後に、埋込溝２０及び円筒状凹
部４０の全域に、充填材が埋め込まれる。円筒状凹部４０が形成されることで、埋込溝２
０の深さは、その全域において十分なものとなっている。このため、本実施形態の方法に
よれば、コンクリート面に埋め込まれる充填材に対して、全ての領域において十分な定着
強度を与えることができる。
【００４６】
［実施の形態２における具体的工程］
　図８は、実施の形態２において用いられる充填材埋込方法の具体的な工程のフローチャ
ートである。本実施形態の工程は、ステップ１０４がステップ１２０に置き換えられてい
る点を除いて、実施の形態１の工程と同様である。図８において、図４に示す工程と同じ
工程については、共通する符号を付して、ここではその説明を省略または簡略する。
【００４７】
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　図８に示すフローチャートでは、ステップ１０２の処理に続いて、埋込溝の端部に、ド
リルによって円筒状凹部が形成される（ステップ１２０）。この工程が行われることによ
り、上記図７（Ａ）及び図７（Ｂ）に示す構成が実現される。以後、実施の形態１の場合
と同様の手順で充填材の埋込等が行われて補修作業が終了される。
【００４８】
［実施の形態２の変形例］
　図９（Ａ）及び図９（Ｂ）は、円筒状凹部の変形例を説明するための図である。図９（
Ａ）及び図９（Ｂ）に示す円筒状凹部４２は、その側面にネジ溝４４を有している。この
ような構成は、図７に示す円筒状凹部４０に、ネジ溝加工を施すことで形成することがで
きる。
【００４９】
　円筒状凹部４２にネジ溝４４を設けると、充填材のアンカー効果が高まり、その定着強
度を一層高いものにすることができる。このため、図９（Ａ）及び図９（Ｂ）に示す構成
によれば、実施の形態２の場合に比して、埋込溝２０の端部における充填材の定着強度を
更に高めることが可能である。
【００５０】
　ところで、上記の説明では、円筒状凹部４２に「ネジ溝」を設けることとしているが、
「ネジ溝」は、充填材のアンカー効果を高めるための一例であり、ここに設ける溝は、こ
れに限定されるものではない。すなわち、円筒状凹部４２の側壁に、環状の溝を複数設け
ることとしても、更には、縦方向を長手方向とする複数の溝を設けることとしてもよい。
【００５１】
　また、上述した実施の形態２では、埋込溝の端部に、「円筒状」の凹部を設けることと
しているが、凹部の形状は円筒に限られるものではない。例えば、ノミのような工具を用
いて、角柱状の凹部を形成することとしてもよい。
【００５２】
　尚、本実施形態の方法は、実施の形態１の方法と同様に、ペイント材の下地となるコン
クリート面の処理に用いることも可能である。
【００５３】
実施の形態３．
　次に、図１０及び図１１を参照して、本発明の実施の形態３について説明する。図１０
（Ａ）は、クラックと重なるように形成した埋込溝２０の一部を、平面視で表した図であ
る。コンクリート面に形成されるクラックは、必ずしもその全域において一定の方向に延
びているものではない。このため、クラックに沿って埋込溝２０を形成すると、その一部
に、図１０（Ａ）に示すような屈曲部５０が形成されることがある。
【００５４】
　図１０（Ｂ）は、図１０（Ａ）に示すB-B矢視で埋込溝２０の断面を表した図、つまり
、屈曲部５０において埋込溝２０の断面を表した図である。円盤状のカッターを進行させ
ながら埋込溝２０を形成する場合、クラックが直線的に延びている領域では、カッターが
コンクリート面と接触した後、徐々に溝の深さが増していき、カッターの回転軸の直下部
分が通過する段階で、溝の深さは正規の深さとなる。
【００５５】
　しかしながら、屈曲部５０では、カッターの進行方向が急変するため、溝の一部に正規
の深さに達しない領域が発生することがある。具体的には、屈曲部５０では、コンクリー
トの床面に垂直な中心軸を中心として、カッターの角度を回転させることが必要となる。
この場合、屈曲部５０の外周側は、カッターの外周部分のうち、回転軸の真下より前側に
位置する部分によって浅く切削されるだけとなり、回転軸直下の部分によっては切削され
ない事態が生ずる。
【００５６】
　このため、屈曲部５０における埋込溝２０の断面は、図１０（Ｂ）に示すように、内周
側（図中左側）にのみ正規の深さが確保され、外周側（図中右側）には十分な深さが確保
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できない形状となる。このような断面形状を有する埋込溝２０に充填材を埋め込むと、屈
曲部５０の外周側において充填材に剥がれが生じ易くなる。
【００５７】
　図１１（Ａ）及び図１１（Ｂ）は、上記の剥がれを防ぐために、本実施形態において用
いられる方法を説明するための図である。これらの図に示すように、本実施形態では、埋
込溝２０を形成した後に、屈曲部５０の外周側と重なるように、円筒状凹部５２を形成す
る。
【００５８】
　円筒状凹部５２は、実施の形態２の場合と同様に、ドリル等の回転工具によって、少な
くとも５ミリの深さが確保されるように形成する。本実施形態では、円筒状凹部５２を形
成した後に、埋込溝２０及び円筒状凹部４０の全域に、充填材が埋め込まれる。円筒状凹
部５２が形成されることで、埋込溝２０の深さは、その全域において十分なものとなって
いる。このため、本実施形態の方法によれば、コンクリート面に埋め込まれる充填材に対
して、全ての領域において十分な定着強度を与えることができる。
【００５９】
［実施の形態３における具体的工程］
　図１２は、実施の形態３において用いられる充填材埋込方法の具体的な工程のフローチ
ャートである。本実施形態の工程は、ステップ１０４がステップ１３０に置き換えられて
いる点を除いて、実施の形態１の工程と同様である。図１２において、図４に示す工程と
同じ工程については、共通する符号を付して、ここではその説明を省略または簡略する。
【００６０】
　図１２に示すフローチャートでは、ステップ１０２の処理に続いて、埋込溝２０の屈曲
部５０に、ドリルによって円筒状凹部が形成される（ステップ１３０）。この工程が行わ
れることにより、上記図１１（Ａ）及び図１１（Ｂ）に示す構成が実現される。以後、実
施の形態１の場合と同様の手順で充填材の埋込等が行われて補修作業が終了される。
【００６１】
［実施の形態３の変形例］
　本実施形態においても、上述した実施の形態２の場合と同様に、円筒状凹部５２の側面
には、ネジ山等の溝を形成することとしてもよい。また、屈曲部５０に設ける凹部は「円
筒状」に限られるものではない。すなわち、屈曲部５０には、ノミのような工具を用いて
、角柱状の凹部を形成することとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】コンクリートの床面にクラックが発生する典型的な例を説明するための図である
。
【図２】充填材が埋め込まれた埋込溝と、埋込溝が有する問題とを説明するための図であ
る。
【図３】埋込溝に埋め込まれた充填材の剥がれを防止するために本発明の実施の形態１に
おいて用いられる手法を説明するための図である。
【図４】本発明の実施の形態１において用いられる充填材埋込方法の具体的な工程のフロ
ーチャートである。
【図５】本発明の実施の形態１において用い得る端部溝の変形例を説明するための図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態２の方法により、コンクリートの床面に形成された埋込溝を
側面視及び平面視で表した図である。
【図７】図６に示す埋込溝の端部に、円筒状凹部を形成した後の状態を、側面視及び平面
視で表した図である。
【図８】本発明の実施の形態２において用いられる充填材埋込方法の具体的な工程のフロ
ーチャートである。
【図９】本発明の実施の形態２において用い得る円筒状凹部の変形例を説明するための図
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である。
【図１０】図１０（Ａ）は、クラックと重なるように形成した埋込溝の一部を平面視で表
した図である。図１０（Ｂ）は、図１０（Ａ）に示すB-B矢視で埋込溝の断面を表した図
である。
【図１１】埋込溝の屈曲部に埋め込まれた充填材の剥がれを防ぐために、本発明の実施の
形態３において用いられる方法を説明するための図である。
【図１２】本発明の実施の形態３において用いられる充填材埋込方法の具体的な工程のフ
ローチャートである。
【符号の説明】
【００６３】
１０　フォークリフト
１４　走行方向
１６　クラック
２０　埋込溝
２４　充填材
２６；２８；３０　端部溝
４０；４２；５２　円筒状凹部
４４　ネジ山
５０　屈曲部

【図１】 【図２】
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